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■参加者の声～アンケートより

・わかりやすく丁寧に説明していただき、子どもに対しても親として片付けについて話していけると感じました。

・子どもと一緒に取り組める作業があったのでよかったです。

・親の考えで片付けをおしつけていたことに気づいた。子どものものは子どもと一緒に考えて片付けてみようと思った。

■なぜ片付けが必要かを考える

子どもによく「片付けなさい」と言うが、その前に「なぜ片

付けが必要か」、「なぜ片付けができるようにと思っているの

か」など、片付けを通じて育めることを考えてみてほしい。

■ワークショップ１．リバウンドしない片付けの順番

「整理」、「収納」、「整頓」、「片付け」の順番で片付け

の仕組みを定着させるとリバウンドしにくくなる。「整理」は、

頭の中の整理である「思考」と「モノの整理」がある。これは

なぜ片付けたいのか、なぜ子どもに片付けさせたいのかを頭の

中で考え、具体的にどんな仕組みや動線にしたいのかを考える

ことである。「収納」は、どこに何をしまうのかを決めること

であり、「整頓」は、置き場を決めても守れない場合、置き場

を並べ替えること、「片付け」は、使ったモノを決まった場所

に戻すことである。これが習慣化すると片付けの状態が維持し

やすくなるが、習慣化するには約３週間かかると言われている。

そして子どもが自分で整理整頓できるようにするためには、

①片付ける場所を決める、②親兄弟と一緒にしない専用ス

ペースを与える、③モノを決めた場所に戻したくなる仕組み

を作ることが大切である。収納スペースは、親や兄弟と区別

することで、モノを管理する自立心と、その子らしい工夫を

育てる場所になる。

▶この③の仕組み作りの例として、親子で靴を片付けるシート

作りのワークショップを行った。

■ワークショップ２．子どものものの分け方を理解する

モノを片付ける方法は、①全て出す、②分類する、③片付

いた状態を維持する、が一つのサイクルとなる。分類の仕方

は親と子どもでは異なる場合がある。子ども自身で、楽にモ

ノの出し入れをするためには、子どもの視点で分類すること

が大切で、それが維持につながる。

▶子どもの視点について知ることを目的に、子どもたちが10種類

のカードを自分の基準で分類するワークショップを行った。

■ワークショップ３．きれいな状態の維持

片付いた状態を維持するには、しまい方にも子どもの個性を

活かす工夫が必要。例えば、洋服は「たたんで重ねる」よりも

「ひっかける」方が得意な場合は、ハンガーを使って服をしま

う方が片付けが維持しやすい。また、小さい子どもなら、引出

自主企画

2

しや棚の中に入れるよりも、楽にできる「置く」動作を活かし

たしまい方が出来る。他にも具体的な片付け方法としては、

「お絵かきセット」「園セット」「サッカーセット」など子ど

もの行動別に必要なモノをまとめた①セットで収納する方法や、

②１箱に対して１種類のモノを入れる、③仕切る、④飾る、⑤

ラベルをはる・色で分ける等の工夫がある。

▶しまい方の工夫として、洋服を分けて収納するためのラベル

を親子で作成するワークショップを行った。

■まとめ

子どもが片付けしやすい環境をつくるために、親としてでき

ることは、以下の3つである。

①子どもに場所をプレゼントすること

②子どもの個性を活かした分け方をサポートすること

③子どもの個性を活かした仕舞い方をサポートすること

片付けのトレーニングを積み重ねることによって、子どもの

「優先順位をつける力（決める力）」、「工夫する力」、「自

立心」をも育むことができる。

セミナーの全景① セミナーの全景②

片付けるシートづくり 10種類のカード分類

洋服を分けるラベルづくり① 洋服を分けるラベルづくり②


